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第第第３３３章章章   みみみんんんなななののの行行行動動動計計計画画画   

 
 

１ 『地域』における子育て支援の推進 
 
（１）子育て交流・地域コミュニティづくり 

 
 

少子化、都市化、情報化など、家庭や地域を取り巻く社会状況の変化とともに、人々

の意識やライフスタイルも大きく変化してきました。これまでの地域の中での「つなが

り」が希薄になり、子育ての不安感や負担感を増大させている要因ともなっています。 

市では、地域社会全体で子育てを支援するため、子育て中の親子と地域とをつなぐ機

会づくりを推進してきました。 

アンケート結果から、子育て中の保護者のサークル等の活動に対して、半数近くの人

に参加意欲が見られない状況があります。一方で、地域に期待する子育てや子どもへの

関わりについて、「通園・通学時の安全の確保」、「子どもがいたずらや危険なことをし

たときの注意・報告」の割合が高くなっています。 

子育て家庭に対し、地域活動への周知や参加を図るとともに、子育て家庭を含めて地

域住民とともに地域ぐるみの子育てに対する取り組みが求められています。 

 
 
 

図表 子育てに関するサークルなど自主的な活動に参加していますか（乳幼児）（単数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：子育て支援に関する市民アンケート調査            

    ＊調査結果は清須地区と春日地区の調査結果を合算しています（次頁以降同様） 

現状と課題  

％

現在参加している

現在は参加していないが、今後機会
があれば参加したい

現在は参加しておらず、今後も参加
するつもりはない

無回答

9.6

34.0

54.6

1.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

有効回答数：1,288件
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図表 子育てや子どもへの地域の関わりにどのようなことを期待しますか（複数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：子育て支援に関する市民アンケート調査     

 

 
 

①子育てに関する様々な不安や悩みを気軽に話せる仲間づくりの推進 

②声かけや子育ての協力をしあう地域コミュニティ、子育てを通した地域交流の推進 

③子育てに関係する機関やグループとの連携による推進 

 
 

施策の方向性  

％

子どもに気軽にあいさつやおしゃべ
りをしてくれる

子どもがいたずらや危険なことをした
ときに注意や報告をしてくれる

通園・通学時に安全を確保してくれる

子どもにスポーツや遊びなどの指導
をしてくれる

緊急時に子どもを一時的に預かって
くれる

子育てについて気軽に相談やアドバ
イス、情報交換をしてくれる

関わってほしくない

特にない

その他

無回答

48.2

64.6

77.3

20.4

26.1

20.2

0.1

1.2

1.4

0.8

72.0

69.1

23.1

22.2

11.2

0.5

1.3

2.3

42.2

60.3

23.4

23.4

0.3

3.6

0.3

47.3

0.6

69.7

15.5

2.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

乳幼児（有効回答数：1,288件）

小学生（有効回答数：1,024件）

中学生（有効回答数：393件）
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主な取り組み・事業        指標：平成 26年度目標に向けた方向性を評価するもの 

事業名 担当課 事業内容 指標 目標 

児童館 子育て支援課 遊びを通しての親子の交流、趣味を通じ
ての保護者同士の地域交流を図るため、
汽車ぽっぽクラブ、なかよし教室、すく
すくクラブなどの各種クラブ、教室等の
充実を図ります。また、いつでも気軽に
利用し、子育てで困った時には相談に乗
れるように、子育て支援の機能を充実し
ていきます。 
 

来館者数 充実 

育児教室 健康推進課 乳幼児の保護者を対象に、楽しく笑顔で
子育てができるよう育児についてみん
なで考えながら、家庭や地域の子育て交
流の充実を図ります。また、ふれあい遊
びを通して「子どもと親の関わり方」や、
子どもの病気やケガの予防といった「子
育てのチエ」を学びあいながら、親子や
保護者同士の交流を図ります。 
 

各教室の開催
回数、参加人数

充実 

小学校～家庭教育地
域推進事業～ 

生 涯 学 習 課 家庭における子育てを基本とし、地域ぐ
るみで青少年の育成を支援するため、子
どもに語ろう推進大会や親子ふれあい
広場事業としてウエルカムパーティ、親
子ふれあい広場などを開催しています。
 

－ 充実 

保育園・幼稚園～未就
園児・保護者との交流
～ 

子育て支援課
学 校 教 育 課 

保育園や幼稚園での生活に備えるため、
入園前の児童とその保護者を対象に「遊
ぼう会」などを実施していきます。 
 

利用者数、地域
交流会参加人

数 

充実 

ふたごの会 健 康 推 進 課 多胎児を持つ母親を対象に、多胎妊娠・
出産・育児の不安を解消し、楽しく前向
きな多胎児育児となるよう毎月１回交
流の場を設けていきます。 
 

開催回数、参加
人数 

充実 

住民との連携による
子育てサークル活動 

生 涯 学 習 課 身近な地域で、母親たちが主体的に子育
て交流や子育て支援活動に取り組める
ように、子育てネットワーカーなどの協
力を得ながら子育てサークルの支援を
するとともに、各教室の参加者などによ
るサークルの立ち上げ支援を進めてい
きます。 
 

－ 継続 

子育てネット会議 子育て支援課
生 涯 学 習 課 

子育ての関係機関がそれぞれの分野の
情報交換を行って、関係者の連携を図り
ます。 
 

－ 充実 

 
 

保護者、住民や関係団体が行動できること 

○ 地区の活動に積極的に参加し、同世代との交流を深めよう！ 
○ 地域力を子育てに活用しよう！ 
○ 家の中に閉じこもらないで、友だちや地域の人たちとどんどん関わっていこう！ 
○ 近所の人、顔見知りの人みんなに挨拶しよう！ 
○ 悪いことをしていれば、よその子にもしかってあげよう！ 
○ サークル活動に参加してみよう！ 
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（２）地域における子育て支援サービスや相談体制の充実 

 
 

少子高齢化や核家族化の進行、地域社会の変化に伴い、身近な地域に相談できる相手

がいないなど、子育てへの負担感が増大しているといわれています。 

市では、前期行動計画に基づき、多様なニーズに応じた子育て支援サービスの提供や、

相談の機会を確保してきました。 

アンケート結果では、子育てに関する情報の入手方法として、身近な人や公的な機関

など、内容に応じて入手方法を選択していることがうかがえます。一方、少数ではあり

ますが、「どこで入手すればよいかがわからない」と回答した人がいます。また、子育

て支援センター等の認知度も低い状況にあります。 

すべての人が、子育てに対する不安や負担を抱え込むことなく、ゆとりをもって子育

てできるように支援していく必要があることから、地域における子育て支援センターを

はじめ、地域における子育て支援グループ等を気軽に利用できるような工夫が求められ

ています。 

 

 
図表 子育てに関する情報をどのように入手していますか（複数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：子育て支援に関する市民アンケート調査     

 

現状と課題  

％

親族（親、兄弟・姉妹など）

隣近所の人、知人、友人

保育所、幼稚園、学校

子育て支援センター

市の広報紙、ホームページ

テレビ、ラジオ、新聞

インターネット

雑誌、育児書

どこで入手すればよいかがわからない

その他

無回答

67.5

75.0

42.3

12.4

29.6

27.5

32.1

37.5

1.0

1.4

0.4

76.5

2.5

21.8

34.6

16.6

23.3

0.8

52.9

31.6

0.8

15.8

17.3

15.8

1.8

1.5

44.6

1.8

56.1

1.9

2.5

29.5

74.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

乳幼児（有効回答数：1,288件）

小学生（有効回答数：1,024件）

中学生（有効回答数：393件）
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図表 子育て支援センターを利用していない理由は何ですか（乳幼児）（単数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：子育て支援に関する市民アンケート調査     

 

 
 

①誰にでもわかりやすい子育てに関する情報の周知と提供体制の充実 

②きめ細やかにいつでも気軽に相談できる体制づくり 

③地域との連携による子育て支援サービスの充実 

 
 

保護者、住民や関係団体が行動できること 

○ 一人で悩まず、周りの人や行政に気軽に相談してみよう！ 
○ いろいろ不安になる子育て、積極的に相談窓口を利用しよう！ 
○ みんなで育児サポーターになろう！ 
○ 地域で子どもの話ができる雰囲気を作ろう！ 
○ 子育て情報誌などを、収集して活用しよう！ 

 
＜相談窓口＞ 
 ・家庭児童相談室（清須市子育て支援課内） ：０５２－４００－２９１１ 
 ・愛知県中央児童・障害者相談センター ：０５２－９５３－４１５２ 
 ・あいち小児保健医療総合センター  ：０５６２－４３－０５５５ 

施策の方向性  

％

利用したいサービスがない

サービスの質に不安がある

サービスの利便性（立地・開催時間・
日数等）が悪く利用しづらい

自分がサービスの対象になるのかど
うかわからない

利用する時間がない

サービスの利用方法がわからない

子育て支援センターを知らない

特に理由はない

その他

無回答

2.9

1.1

8.0

4.0

11.5

12.9

14.6

30.2

11.2

3.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

有効回答数：1,033件
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主な取り組み・事業        指標：平成 26年度目標に向けた方向性を評価するもの 

事業名 担当課 事業内容 指標 目標 

子育て支援センター 子育て支援課 子育て支援センターでは、育児に関する
情報提供をしています。現在、本町保育
園、須ケ口保育園、中之切保育園、ネギ
ヤ保育園の４箇所に設置しています。い
つでも気軽に利用し、子育てで困った時
には相談に乗れるように、子育て支援の
拠点となるような体制の充実を図りま
す。 
 

利用者数、相談
件数 

充実 

ファミリー・サポー
ト・センター 

子育て支援課 保育園などへの送迎や一時的な預かり
など、育児の援助を受けたい「依頼会員」
に対し、地域で育児の援助を行いたい
「提供会員」を紹介し、相互援助で子育
てを支援しています。また、地域の保育
サポーターとも連携して地域ぐるみで
子育てを推進します。 
 

利用者数 充実 

家庭相談員の配置・各
種相談機関との連携 

子育て支援課 家庭相談員を配置して、児童の養育上の
問題や家庭が抱える社会的・経済的な悩
みなどの相談に応じ、指導・援助を行っ
ていきます。さらに、様々な相談に対応
できるよう、愛知県中央児童・障害者相
談センター、教育委員会及び警察署など
との連携を図り、福祉事務所の機能を強
化します。 
 

相談件数 継続 

子育て情報の発信 子育て支援課 児童福祉、母子保健、生涯学習などの子
育てに関連する事業をわかりやすくま
とめた冊子の作成や、各種パンフレット
を提供するコーナーを市内主要公共施
設に設置します。また、市のホームペー
ジを活用し、子育てサービスや教室、住
民が主体となった子育て支援やサーク
ル活動などの情報をわかりやすく提供
するとともに、掲示板などの活用によ
り、子育て中の保護者がお互いに情報交
換できるシステムの構築を推進します。
 

－ 充実 

子育てマップの作成 子育て支援課 児童館や公園や遊び場などの子どもの
関連施設、病院・診療所などをまとめた
「子育てマップ」を作成していきます。
 

－ 継続 

ボランティア・ＮＰＯ
などの社会活動の支
援 

社 会 福 祉 課 
子育て支援課 
企 画 政 策 課 

住民主体の子育て支援サービスを推進
するため、保育サポートや活動などにつ
いて、広報などを通じてサービスや活動
の紹介をするなど、活動を支援していき
ます。 
 

－ 充実 

親育て事業 子育て支援課
学 校 教 育 課 
生 涯 学 習 課 
社 会 福 祉 課 

子どもを育てることが苦手な親の講座
やセミナーなどの実施を推進していき
ます。また、各種講座等に参加していな
い親に対し、地域で誘いあって参加を促
進します。 
 

－ 充実 
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（３）児童虐待への対応 

 
 

子どもが健やかに成長するためには子ども一人ひとりの人権が尊重されることが大

切です。 

少子化の進行や地域における連帯感の希薄化、育児情報の氾濫などを背景に、母親の

多くは、妊娠・出産・育児のあらゆる場面において、多くの不安とストレスを抱えてい

るともいわれています。それらも要因のひとつとなり、わが子を虐待してしまう親の増

加が大きな問題となっています。 

虐待は、子どもの人権を侵害し、子どもの心身の成長や人格形成に重大な影響を及ぼ

すため、迅速かつ適切な対応が求められます。児童虐待防止として、地域での日頃の声

かけなど、関係づくりが大切です。 

市では、関係機関の連携の下で、早期発見・早期対策を進め、子育ての孤立化を防ぐ

ことに努めています。 

今後も引き続き、虐待のハイリスク家庭の増加に伴い、福祉・保健・教育、さらには

地域との支援対策を強化していく必要があります。 

 
 

 
 

①子育ての不安の解消や相談機能の充実による虐待の予防 

②福祉・保健・教育などの関係機関と地域の連携による早期発見・防止体制の充実 

 
 

現状と課題  

施策の方向性  
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主な取り組み・事業        指標：平成 26年度目標に向けた方向性を評価するもの 

事業名 担当課 事業内容 指標 目標 

発生予防 健 康 推 進 課 身近な地域での子育て交流などによる
親子の閉じこもり防止、育児不安に対す
る相談体制の充実、育児の負担が大きい
多胎児やハイリスク児などに対する各
種支援体制の充実により、虐待の発生予
防策を講じます。さらに、DV による影
響や、親子間の児童虐待連鎖も少なくな
いと言われていることから、各種教室な
どにおいて、妊娠期・出産後を通じて精
神面での支援体制の充実を図ります。

 

－ 充実 

早期発見・早期対応 子育て支援課 
健 康 推 進 課 
学 校 教 育 課 

保育園、幼稚園、学校などは、虐待の疑
いのある子どもを早期発見しやすい環
境にあるので、登園時や保育・学校活動
中などの機会に、子どもの心身の状況や
家族の様子に十分注意して観察や情報
収集に努めます。その他、健康診査時な
どの活用により、虐待などの早期発見に
努めます。また、健診未受診児への家庭
訪問などを通じて、育児困難家庭や虐待
などを把握し、早期の対応をしていきま
す。 
 

－ 充実 

要保護児童対策地域
協議会 

子育て支援課 要保護児童対策地域協議会を定期的に
開催し、既に問題になっているケースや
新規ケースなどについて話し合う機会
を充実します。庁内の関係各課や関係機
関、団体などと情報交換などの連携を強
化するとともに、保護が必要な児童に対
しては、適切な支援を図ります。 
 

－ 継続 

地域のサポート支援
の啓発 

社 会 福 祉 課 児童委員・主任児童委員の紹介を広報な
どで行い、市民にとってより親しみやす
く、相談しやすい存在となるよう支援し
ていきます。 
 

－ 継続 

 
 

保護者、住民や関係団体が行動できること 

○ 近所で虐待を受けていると感じたら、行政機関や近くの児童委員に連絡しよう！ 
○ 親自身も趣味などをもって心にゆとりを持とう！ 
○ 虐待防止の理解と意識を高めよう！ 
○ 地域の保育サポーターを活用しよう！ 
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２ 子どもの『生きる力』の育成 
 
（１）心豊かで創造性を育む教育の推進 

 
 

豊かで便利な社会の中で、利己的な意識、自己責任の考え方の欠如、物質的な価値や

利便性、効率性の重視等により、社会全体のモラルが低下しています。そのほか、生活

環境や生活習慣にも変化が生じ、子どもの育成において大きな影響を及ぼしています。

そのような中で、子どもの人間形成の場として期待される学校園の役割もさらに大きく

なり、自ら学び考え、主体的に行動できる「生きる力」を育むことが重要です。 

市では、基礎、基本知識の習得に加え、道徳教育や体験的活動など、子どもの「生き

る力」の育成に向けた心豊かで創造性を育む教育を推進しています。 

目まぐるしく変わる社会環境の変化で親が体験したことのないことを子どもが体験

していることも言われています。 

すべての子どもが、社会の変化において主体的に「生きる力」を備え、さらに知識・

技能の確実な修得と思考力、判断力、表現力等を育成する取り組みが必要となっていま

す。 

 
 

 
 

①道徳教育やスポーツ活動を通じた豊かな心と健康な体の育成 

②学校と地域社会の連携による開かれた特色ある学校づくり 

③個々の特性にあわせた「生きる力」を育成するための知・徳・体のバランスのとれ

た教育の推進 

④いじめや不登校・問題行動等への対応 

 
 

現状と課題  

施策の方向性  
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主な取り組み・事業        指標：平成 26年度目標に向けた方向性を評価するもの 

事業名 担当課 事業内容 指標 目標 

義務教育施設の設備 学 校 教 育 課 すべての児童の lT 活用能力を向上させ
るため、コンピューター、インターネッ
ト接続の高速化を推進します。 
 

－ 充実 

図書環境及び美術環
境 

生 涯 学 習 課 児童図書の充実と美術芸術に触れるこ
とにより児童の持つ自由な想像を広げ
る場の提供に努めます。 

－ 充実 

特色ある学校づくり
の推進 

学 校 教 育 課 児童生徒一人ひとりの個性を生かし「生
きるカ」を育む教育を行うため、地域の
協力を得ながら、各学校が特色ある教育
活動の充実を図ります。 
 

－ 充実 

道徳教育 学 校 教 育 課 体験活動を活かした「心の教育推進活
動」などの豊かな心を育てる活動や地域
行事への参加を通して、自立心・自己責
任・善悪の判断ができる子どもの育成を
図ります。また、体験に基づく「心に響
く道徳教育」の充実・発展を図ります。
 

－ 充実 

福祉教育 学 校 教 育 課 小中学校においては、社会福祉協議会の
協力を得て、車イス体験や高齢者施設の
訪問などの福祉実践教室を実施してい
ます。福祉について学ぶ機会やボランテ
ィア体験など、福祉教育に取り組んでい
きます。 
 

－ 継続 

職場体験学習 学 校 教 育 課 「キャリア教育」の一環として、中学校
２年生を対象に将来の自分の職業に対
する関心や、実社会と関わる機会とし
て、職場体験学習を実施していきます。
将来の社会の担い手を育成するため、地
域の事業所の協力を得ながら職業体験
の場を充実させていきます。 
 

－ 充実 

乳幼児とのふれあい
体験 

学 校 教 育 課 
子育て支援課 

全ての中学生に対して、保育園や幼稚園
を訪問する機会を設け、乳幼児とのふれ
あいを通して次世代の親の育成を図り
ます。 
 

－ 充実 

地域におけるスポー
ツ活動の推進 

ス ポ ー ツ 課 子どもの体力が低下傾向にある中、子ど
もがスポーツに親しむことで主体性や
創造性を育み、心身の健康の保持増進を
図るため、各種スポーツ大会を推進しま
す。 
 

ボランティア
数、指導者数

継続 

少人数学習指導講師
の派遣 

学 校 教 育 課 小学校に２名ずつ、中学校に３名ずつ少
人数学習指導講師を派遣し、一人ひとり
の個性重視と基礎学力向上等、きめ細や
かな教育を進めます。 
 

派遣人員 充実 

教職員の研修 学 校 教 育 課 授業の質の向上や時代に対応できる学
校教育を推進するため、教員の研修や研
究の充実を図ります。 
 

研修数 充実 

地域の資源・人材を活
かした学校教育の推
進 

学 校 教 育 課 各学校において、ボランティア人材バン
クをつくり、地域の人の専門的な知識や
技能を活用したり、昔の生活や昔の遊び
について語ってもらう時間を積極的に
設けていきます。 
 

人材バンク登
録数 

充実 

学校評議員制度 学 校 教 育 課 学校評議員制度は、校長が保護者や地域
住民の意見を幅広く聞き、学校経営に生
かすためのものです。これらの意見をも
とに、学校経営のビジョンを構築し、そ
れを教職員や保護者、地域住民に十分に
説明しながら、開かれた学校づくりを実
現していきます。 
 

－ 継続 
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事業名 担当課 事業内容 指標 目標 

学校公開日 学 校 教 育 課 開かれた学校づくりの一環として、各小
中学校において実施していきます。 
 

－ 継続 

保育園・幼稚園と小学
校及び小学校と中学
校間の連携 

学 校 教 育 課 
子育て支援課 

小学校生活へのスムーズな移行を図る
ため、保育園・幼稚園の幼児が体験入学
するなど、連携を図っています。また、
小学校から中学校へのスムーズな移行
を図るため、入学説明会を実施していき
ます。 
 

－ 継続 

市では公立幼稚園を有することから、適
正な通園区域を検討するとともに、幼稚
園と保育園の連携しながら進めていき
ます。 
 

－ 継続 幼稚園と保育園の連
携 

学 校 教 育 課 
子育て支援課 

これにあわせて、幼稚園の保育園化及び
認定こども園化について検討していき
ます。 
 

－ 検討 

スクールカウンセラ
ー派遣事業 

学 校 教 育 課 不登校やいじめなどの問題を解消し、児
童・生徒の健全育成に資するため、児
童・生徒の臨床心理に関して高度の専門
的知識・経験を有するスクールカウンセ
ラーを配置します。 
 

－ 継続 

教育相談 学 校 教 育 課 各小中学校において教育相談週間を年
間計画のもと実施していきます。 
 

－ 継続 

適応指導教室 学 校 教 育 課 不登校児童・生徒の個々の状態に応じた
個別の相談、小集団活動での友人づくり
を通して、学校生活に戻ることができる
よう支援していきます。 
 

－ 継続 

就学援助 学 校 教 育 課 
社 会 福 祉 課 

生活保護をはじめとする経済援助を必
要とする家庭に対し就学援助を実施し
ます。 
 

－ 継続 

 
 

保護者、住民や関係団体が行動できること 

○ いじめ、虐待、こころの相談など、子ども家庭１１０番に相談しよう！ 
０５２－９５３－４１５２（愛知県中央児童・障害者相談センター） 
年中無休（午前 9 時～午後 5 時） 

○ 学校ボランティア、人材バンクの呼びかけに参加しよう！ 
○ いじめは犯罪であることを、みんなが認識し、みんなでなくそう！ 
○ 子どもが自分の意見を言えるような雰囲気づくりをしよう！ 
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（２）主体性を育む多様な体験・学習の場づくり 

 
 

少子化や核家族化などの影響で、地域社会でのつながりが希薄になっています。家庭

では少ない兄弟姉妹の中で育ち、地域では子ども同士が集団で過ごす機会が減少してい

るため、人間関係をつくる力が弱くなってきているとともに、大人になっても社会性が

身についていないことが指摘されています。 

市では、子ども自らの能力や主体性を生かし、社会参加できる環境づくりや、多様な

体験活動ができる場の充実を進めています。 

アンケート結果から、平日の子どもの過ごし方として、小学生は塾や習い事に通って

いる子どもが多く、中学生はクラブ活動している子どもが多く占めています。その一方

で、子ども同士が交流などを行うことができる場として、放課後に子ども同士で自主活

動などができる場や、子どもに勉強や社会のルールを教えてくれる場を望んでいます。 

これらのことから、既存事業を周知していくとともに、子どもたちが参加しやすい事

業を展開していく必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

保護者、住民や関係団体が行動できること 

○ 子どもと一緒に、映画、人形劇、ミュージカルなどを観に行こう！ 
○ 子どもと地区の清掃活動に積極的に参加し、地区の人たちと交流をもとう！ 
○ スポーツ少年団の活動を活発にしよう！ 
○ 社会教育の場に、児童・生徒の参加を呼びかけよう！ 
○ 小中学生・高校生がボランティア活動できる場を作ろう！ 
○ 土曜日を活用した体験教室に中高生などの先輩が参加しよう！ 
○ 家の中で子どもが手伝いをするなど、家庭での役割をつくろう！ 
○ 大人が元気になって、「生きる力」の手本を見せよう！ 

 
 

現状と課題  
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図表 平日の時間帯ごとの子どもの過ごし方（小学生）（単数回答） 

          単位：％ 有効回答数：1024 件 

 

ク
ラ
ブ
活
動
を
し
て
い
る 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
過
ご
し
て

い
る 

放
課
後
子
ど
も
教
室
で
過
ご
し
て

い
る 

学
校
に
い
る 

図
書
館
な
ど
の
公
共
の
施
設
に
い

る 塾
や
習
い
事
に
行
っ
て
い
る 

友
だ
ち
と
外
で
遊
ん
で
い
る 

14～16時 14.3 9.5 2.5 39.7 0.0 3.7 11.2

16～18時 11.0 4.7 0.1 0.4 0.2 29.1 16.2

18～20時 0.0 0.3 0.0 0.1 0.1 10.8 0.0

20時以降 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.3 0.0

  

友
だ
ち
の
家
に
い
る 

保
護
者
や
祖
父
母
等
の
家
族
・
親

族
（
大
人
）
と
過
ご
し
て
い
る 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
な
ど
と
過
ご
し

て
い
る
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を
含
む
） 

家
で
兄
弟
・
姉
妹
や
友
だ
ち
な
ど

子
ど
も
だ
け
で
過
ご
し
て
い
る 

家
で
１
人
で
過
ご
し
て
い
る 

そ
の
他 

無
回
答 

14～16時 3.1 8.6 0.0 0.9 1.5 1.4 3.6

16～18時 4.2 22.9 0.0 3.9 2.1 1.1 4.0

18～20時 0.1 80.9 0.1 2.1 0.2 1.0 4.3

20時以降 0.0 93.0 0.0 0.6 0.1 1.6 4.4

資料：子育て支援に関する市民アンケート調査  

 

※「放課後子ども教室で過ごしている」は、春日町の調査のみ設定しています。 
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図表 平日の時間帯ごとの子どもの過ごし方（中学生）（単数回答） 

          単位：％ 有効回答数：393 件 

 

ク
ラ
ブ
活
動
を
し
て
い
る 

学
校
に
い
る
（
ク
ラ
ブ
活
動
を
除
く
） 

図
書
館
な
ど
の
公
共
の
施
設
に
い
る 

塾
や
習
い
事
に
行
っ
て
い
る 

友
だ
ち
と
外
で
遊
ん
で
い
る 

友
だ
ち
の
家
に
い
る 

16～18時 50.9 1.8 0.3 2.0 4.1 0.8

18～20時 1.0 0.3 0.0 23.9 0.8 0.0

20時以降 0.0 0.3 0.0 14.2 0.3 0.0

  

保
護
者
や
祖
父
母
等
の
家
族
・
親
族

（
大
人
）
と
過
ご
し
て
い
る 

家
で
兄
弟
・
姉
妹
や
友
だ
ち
な
ど
子

ど
も
だ
け
で
過
ご
し
て
い
る 

家
で
１
人
で
過
ご
し
て
い
る 

そ
の
他 

無
回
答 

 

16～18時 20.1 4.3 8.9 0.8 6.1

18～20時 61.6 4.3 3.3 0.8 4.1

20時以降 74.3 3.3 3.6 0.5 3.6

 
資料：子育て支援に関する市民アンケート調査  

 

 

 
 

①児童生徒の自らの能力や主体性を生かし、社会参加できる環境づくり 

②多様な体験活動を通じた次代の親の育成 

③ふれあいを通じて、地域の次代を担う意識づくり 

 
 

施策の方向性  
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主な取り組み・事業        指標：平成 26年度目標に向けた方向性を評価するもの 

事業名 担当課 事業内容 指標 目標 

子どもが担い手とな
る地域活動 

学 校 教 育 課 
生 活 環 境 課 
子育て支援課 

子どもの主体性を尊重し、権利を保障す
る一方で、子ども自身も地域を支える一
員として、子ども会や地域の清掃活動、
ひとり暮らし高齢者や高齢者施設への
訪問などの地域の支え合い活動への参
加を積極的に呼びかけていきます。さら
に中高生にも地域活動への参加を呼び
掛けていきます。 

 

参加人数 継続 

児童館や地域におけ
る各種クラブ活動 

子育て支援課 児童や生徒の創造性を育み、地域の仲間
との交流を促進するため、各クラブ等の
活動の充実を図ります。 
 

クラブ数、参加
人数 

充実 

土曜日を活用した体
験教室 

生 涯 学 習 課 
ス ポ ー ツ 課 

学校週５日制の実施にともない、楽しみ
ながら休日を過ごせるよう、小中学生を
対象に、「茶華道教室」、「陶芸教室」、「ジ
ュニアダンス」、「テニス教室」などの体
験教室を実施しています。自主性、創造
性や社会性を身につけられるように、行
政、学校、地域が連携しながら、体験の
場を提供していきます。 
 

－ 継続 

地域における異年齢
間、世代間交流 

産 業 課 
生 涯 学 習 課 
企 画 政 策 課 

地域の人々と暮らしの中で交流を図り
清須のまちを知るため、「尾張西枇杷島
まつり」、「みのじ遊々さんでい」、「清洲
城ふるさとまつり」、「新川やると祭」、
「納涼盆おどり」などのイベント、祭り
などへの参加を促進するとともに、「親
子三世代・子ども体育大会」などの子ど
も向けのイベントを検討します。また、
幼児や中高生などの子ども会活動への
参加に取り組む地区に対して支援を行
っていきます。 
 

－ 検討 

歴史とのふれあい 生 涯 学 習 課 本市の豊かな歴史資源を学ぶため、社会
科や総合的な学習の時間などの学校教
育や文化財講座などの充実を図ります。
また、貴重な文化財などを見学できるよ
う、貝殻山貝塚資料館の建設整備を県に
要望していきます。 
 

ガイドボラン
ティアの 
育成数 

充実 

芸術・文化とのふれあ
い 

生 涯 学 習 課 「文化講演会」、「ふれあい芸術劇場」な
どで行われる様々な文化的イベントを
通して芸術や文化にふれ、豊かな感性や
創造性を育みます。 
 

－ 充実 

自然とのふれあい体
験 

学 校 教 育 課 学校でのビオトープづくりやホタルの
観察会、緑の少年団の活動など、自然と
のふれあいを通じて、自然環境を大切に
する意識の向上を図ります。 

 

－ 継続 

国際交流 生 涯 学 習 課 多文化共生社会を実現するため、国際理
解教育を推進して国際化を図ります。ま
た、２００５年日本国際博覧会(愛知万
博)における「一市町村一国フレンドシ
ップ事業」の成果を活かし、交流相手国
との交流を推進します。また、地域に暮
らす外国人が暮らしやすいまちとなる
よう地域に根ざした草の根活動を支援
します。 
 

－ 継続 

放課後子ども教室 学 校 教 育 課 放課後の子どもの安全・安心な活動拠点
（居場所）や地域の人たちの参画による
放課後の子どもの居場所の充実を図り
ます。 
 

箇所数 充実 
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３ 『家庭』における子育てと社会活動の両立支援 
 
（１）親子のふれあいの推進 

 
 

家庭はすべての教育の出発点であり、親子の絆や家族のふれあいを通じて、子どもの

人間形成の基礎を培う最も重要な役割を持っています。 

アンケート結果では、小学生、中学生の保護者で「しつけについては家庭教育」、「自

主性や意欲・個性を育成する場としては学校教育」という回答が多くありました。 

しかし、核家族化、地域とのつながりの希薄化、働く女性の増加、サービスの充実な

ど、子育て家庭の環境が大きく変化していることもあり、家庭の教育力が低下し、過保

護や甘やかせすぎ、過干渉な親が増加しているといわれています。 

市では、家庭における子育て力・教育力の向上をめざした親子のふれあい事業や、親

育ち事業等を実施していますが、引き続き、それら事業の充実が必要となっています。 

また、それら事業に参加していないが、支援が必要な家庭に対する参加促進が求めら

れています。 

 
図表 子育てにおいて大切していること（複数回答） 

【家庭において】    【学校において】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：子育て支援に関する市民アンケート調査     

現状と課題  

％

43.8

69.7

45.7

38.2

11.7

13.2

13.7

2.1

2.9

50.1

0.7

0.3

1.7

40.7

41.2

14.8

14.2

3.1

2.5

2.8

60.6

8.9

44.3

1.5

0.5

56.2

01020304050607080

小学生（有効回答数：1,024件）

中学生（有効回答数：393件）

％

規則正しい生活態度を身につける
こと

挨拶やお礼をきちんと言えること

他人に迷惑をかけないようにする
こと

善悪の判断力をつけること

栄養に気をつけた食事をとること

ものを大切にすること

のびのびと育て、自主性や意欲・
個性を伸ばすこと

その子にあった学習をさせること

勉強以外のスポーツや芸術の面
で才能を伸ばすこと

家族や他人を思いやり、やさしくす
ること

高い学習能力を身につけること

その他

無回答

29.0

31.8

27.8

38.1

3.3

11.9

50.4

28.6

16.3

24.0

14.6

1.3

3.0

29.8

25.2

41.5

21.9

20.9

0.8

3.1

18.3

42.2

10.4

5.1

32.3

25.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

小学生（有効回答数：1,024件）

中学生（有効回答数：393件）
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①ゆとりとやさしさをもった親子のふれあいの推進 

②仕事優先のライフスタイルの見直しや男性の家事・育児参加の推進 

③子育ての最も基本の場である家庭における子育て力・教育力の向上 

 

 

主な取り組み・事業        指標：平成 26年度目標に向けた方向性を評価するもの 

事業名 担当課 事業内容 指標 目標 

父親の育児参加 健 康 推 進 課 
子育て支援課 
学 校 教 育 課 

父親の積極的な育児への参加を促進す
るため、パパママ教室などへの参加を呼
びかけていくとともに、保育園や幼稚
園、学校などの行事に父親も参加しやす
いように、日時の設定やプログラムの内
容の工夫を図ります。その他、小中学生
の子どもをもつ父親の子育て参加や地
域参加を促すため、父親同士の交流活動
を支援していきます。 
 

開催回数、参加
人数 

継続 

親子ふれあい広場事
業 

生 涯 学 習 課 
ス ポ ー ツ 課 

親子のふれあいや遊びを通して、子育て
に関する知識を学んだり、親同士の交流
を図るため、「親子ふれあい広場」、「な
かよし教室」、「幼児クラブ」などを実施
していきます。 
 

－ 継続 

「家庭の日」啓発事業 生 涯 学 習 課 家庭は、ふれあいと安らぎの場であると
ともに、青少年の人格が形成される基盤
です。これらのことを家庭や地域が再認
識し、「心豊かで明るい家庭」づくりを
進めることができるよう「家庭の日」を
きっかけにして、家庭の大切さや家族の
あり方について見つめ直すことができ
るよう啓発します。 
 

－ 充実 

 
 

保護者、住民や関係団体が行動できること 

○ お父さんも保育園の送迎に行こう！ 
○ 子どもに思いやりの言葉をかけよう！ 
○ 家族で食事をしよう！ 
○ 親子ふれあい事業に参加しよう！ 
○ お父さんもお母さんも子どもの話を聞こう！ 
○ 子どもと一緒に親もクラブ活動やサークルにも積極的に参加しよう！ 

 

施策の方向性  
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（２）子育て世代の社会参加の支援 

 
 

子どもの健やかな成長には、家族や地域、社会全体で子育て家庭を支えていくことが

重要になります。しかしながら、生活が仕事優先となり、子育てに十分な時間が取れず、

仕事と家庭を両立させることは、なかなか難しいという現状があります。また、育児休

業制度及び介護休業制度などは、法律には定められているものの、企業への啓発が困難

な状況にあります。 

アンケート結果でも、育児休業制度の利用状況として、「利用しなかった」の割合が

大半を占めており、利用した人でも育児休業明けにスムーズに就労復帰できた割合は低

くなっています。 

また、男性の家事・子育て・教育への参加に必要なことは、「労働時間の短縮や休暇

制度を普及させる」が高くなっているとともに、女性が子育てをしながら働き続けるた

めに必要なことについては、「子育てに関する施設・サービスを向上する」、「短期勤務、

フレックスタイム、在宅勤務などの制度を導入する」が高くなっています。 

仕事と子育てを両立する上で、保育サービスの充実に加え、育児休業が取得しやすい

職場環境、妊娠中や育児期間中の勤務軽減等、事業所における子育てへの支援も重要な

課題になります。仕事と家庭の両立のために、家庭の重要性を再認識し、仕事優先型の

働き方の見直しや子育てしやすい職場環境づくりを浸透、定着させることができるよう、

労働者や市民、事業所に対する意識啓発を進めることが必要です。 

 
図表 保護者の方が育児休業制度を利用しましたか（乳幼児）（単数回答） 

 
 
 
 
 
 
 

図表 育児休業明けに、希望する保育サービスをすぐ利用できたか（乳幼児）（単数回答） 

 
 
 
 
 
 
 

資料：子育て支援に関する市民アンケート調査     

 

％

育児休業期間を調整せずに利用で
きた

育児休業期間を調整したので利用で
きた

利用できなかった

希望しなかった

無回答

38.1

15.7

7.6

13.7

24.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

有効回答数：197件

現状と課題  

％

父親が利用した

母親が利用した

父親と母親の両方が利用した

利用しなかった

無回答 有効回答数：1,288件

0.4

14.9

0.0

80.7

4.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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資料：子育て支援に関する市民アンケート調査     

 

 
 

①仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現に向けた就労や社会参加と

子育ての両立支援 

②男女共同参画の社会づくりの推進 

 
 

保護者、住民や関係団体が行動できること 

○ みんなが育児休業の制度を知り、理解を深めよう！ 
○ 父親も母親も育児休暇を上手に活用しよう！ 
○ 企業や事業所が子育てを応援するために取り組もう！ 

施策の方向性  

図表 女性が子育てをしながら働き続けるためにどう 
あるべきだと思うか（複数回答） 

図表 男性が女性とともに家事や子育て、教育に積極的に
参加するために何が必要だと思うか（複数回答） 

％

求職、転職など女性の就労の相談
窓口の充実と情報提供を行う

子育てに関する施設・サービスを向
上する

育児休業制度などの法・制度を整備
する

短期勤務、フレックスタイム、在宅勤
務などの制度を導入する

職場での結婚・出産・子育てへの理
解を促進する

男女平等な昇進、教育訓練など、企
業への労働条件向上の働きかけを
する

パート就労の課税基準など、女性に
関わる税・年金制度の見直しを行う

女性就労に関する理解を深めるた
め、雇用主や社会への意識啓発を
行う

男性の家事・育児参加など、働く女
性への家族支援や理解の啓発を行
う

その他

無回答

18.3

55.1

25.5

48.3

32.9

6.0

28.3

19.3

19.7

2.3

1.8

16.3

47.1

21.1

43.3

26.2

8.0

35.7

23.2

21.1

1.4

2.4

15.3

38.9

28.0

37.9

28.0

9.7

38.4

25.4

19.1

1.8

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

乳幼児（有効回答数：1,288件）

小学生（有効回答数：1,024件）

中学生（有効回答数：393件）

％

仕事と家庭の両立などの問題につい
て相談できる窓口を設ける

労働時間の短縮や休暇制度を普及
させる

夫婦の間で家事などの分担をするよ
うに十分に話し合う

家事などを男女で分担するようなし
つけや育て方をする

男女平等に対する意識を高める教
育をする

男性の仕事優先の生き方、考え方を
改める

家事や子育てへの参加などライフス
タイルの変化に対する抵抗感をなく
す

夫が家事などをすることに妻が協力
する

その他

無回答

9.9

61.0

43.2

25.2

13.9

21.9

31.9

11.5

4.3

1.9

8.6

45.1

41.2

29.9

16.2

18.9

34.9

11.4

4.1

3.7

7.9

38.7

45.0

35.6

17.0

16.8

39.4

13.0

4.3

2.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

乳幼児（有効回答数：1,288件）

小学生（有効回答数：1,024件）

中学生（有効回答数：393件）
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主な取り組み・事業        指標：平成 26年度目標に向けた方向性を評価するもの 

事業名 担当課 事業内容 指標 目標 

子育て世代を対象と
した生涯学習講座 

生 涯 学 習 課 子育て世代の男女を対象に育児、教養、
料理、音楽、パソコン・lT、健康など、
各種講座を開催し、市民が気軽に学習に
取り組めるよう支援します。 

 

－ 充実 

男女共同参画社会推
進のための啓発 

生 涯 学 習 課 家事や育児に限らず、地域や職場などに
おいて、お互いの人権を尊重し、協力し
あう社会を築くよう、あらゆる機会を通
じて住民に啓発していきます。また、将
来、子どもの親となる児童に対しては、
学校教育の場で、男女共同参画社会の大
切さを啓発していきます。 
 

－ 継続 

雇用者への啓発 産 業 課 学校や保育園などの行事に参加するた
めの休暇の取得や、子育てのための労働
時間の短縮や労働条件の改善、育児休業
制度の導入について、企業などへの啓発
に努めます。 
 

－ 継続 

ファミリーフレンド
リー企業 

子育て支援課 子育てと就労の両立のためには、民間企
業をはじめとした労働環境の充実が不
可欠であることから、ファミリーフレン
ドリー企業の充実をサポートすること
により、地域の雇用の確保と拡大に努め
ます。 
 

－ 検討 

はぐみんカード 子育て支援課 １８歳未満の子どもとその保護者の方
及び妊娠中の方に「はぐみんカード」を
配布し、協賛店舗・施設で様々な特典が
受けられよう地域社会全体で子育て家
庭を支援します。 
 

協賛店舗数 継続 
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（３）子育て支援サービスの充実 

 
 

女性の就労率の上昇や育児休業制度の普及などにより、子育て家庭においても共働き

が増えています。勤務形態も多様化しており、現在就労していない母親でも潜在的な就

労意向を持つ人が多くなっています。 

また、変則的な勤務に応じた保育や、用事や育児疲れ解消などを目的とした保育など、

ニーズも多様化しており、それらに柔軟に対応した保育サービスの提供が求められてい

ます。 

市では、前期行動計画策定以降、０歳児の受入れや全園での延長保育の実施、さらに、

延長保育の時間延長など、通常保育事業をはじめ、多様な保育サービスとして充実して

きました。 

小学生を対象とした子どもが安心して過ごせる放課後の居場所となる放課後児童ク

ラブでは、待機児童が生じないよう事業推進に努めています。 

引き続き、仕事と生活の調和が実現できるよう、子育て支援サービスを充実する必要

があるとともに、アンケート結果の要望にあがっている、乳幼児の保護者における一時

預かりや病児・病後児保育、小学生の保護者における放課後児童クラブへの利用意向に

対するサービスの充実が求められています。また、近年の社会情勢からも子育て家庭に

おける経済的支援は重要な施策であるため、国や県の動向をみながらサービスを展開し

ていくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

現状と課題  
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図表 今後利用したい、または不足していると思う保育サービス（乳幼児）（複数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 放課後児童クラブの利用の有無（小学生）（単数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 

資料：子育て支援に関する市民アンケート調査     

％

公立保育園

公立幼稚園

勤務先の保育施設

その他の保育施設

延長保育（通常の保育時間を
延長して預かる保育）

私立幼稚園

ベビーシッター

ファミリー・サポート・センター

一時預かり

病児・病後児保育
（子どもの病気時の保育）

特にない

無回答

34.3

14.1

7.5

2.6

18.8

7.5

1.7

6.3

12.4

19.6

27.7

5.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

有効回答数：1,288件

％

利用している

利用していない

利用できない
（４年生から６年生のため）

無回答

12.4

25.7

1.1

60.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

有効回答数：1,024件
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図表 放課後児童クラブに今後希望すること（小学生）（複数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：子育て支援に関する市民アンケート調査     

 

 
 

①多世代交流、自然体験など、人や自然とふれあう保育環境の充実 

②多様な保育サービスと保育園・幼稚園の特色づくり 

③放課後児童クラブの受け入れ体制の充実 

 
 

保護者、住民や関係団体が行動できること 

○ 保育園・幼稚園や学校の行事に参加しよう！ 
○ 子育てに関する情報を集めて活用しよう！ 

 
 

 

施策の方向性  

％

利用時間を延長してほしい

利用できる学年を延長してほしい

日曜日・祝日も開いてほしい

施設を整備してほしい

指導内容を工夫してほしい

費用負担を安くしてほしい

現在のままでよい

その他

無回答

10.9

30.5

6.9

10.8

10.7

21.2

25.9

13.9

12.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

有効回答数：1,024件
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主な取り組み・事業        指標：平成 26年度目標に向けた方向性を評価するもの 

事業名 担当課 事業内容 指標 目標 

地域に開かれた施設
づくり 

子育て支援課 保育園・幼稚園においては、園だより、
クラス便り、連絡帳を通じて、保護者と
の連携を強化するとともに、パンフレッ
ト、広報、インターネットなどによる施
設の紹介や、入所希望者に対する施設見
学など、それぞれの園の様子を広く市民
に紹介していきます。また、保育園・幼
稚園や放課後児童クラブにおいては、中
高生の育児体験や高齢者との世代間交
流、ボランティアの受け入れなど、地域
に開かれた環境づくりを進めていきま
す。 

利用者数 継続 

食育の推進 産 業 課 
学 校 教 育 課 
子育て支援課 
健 康 推 進 課 

「はじめよう清須のおいしい物語」など
地元産農産物についての情報を発信し、
地産地消についての事業展開をします。
「献立の見本の展示」、「バイキング」、
「親子ふれあい給食会」などを通じて、
楽しみながら「食」について理解が深ま
ることにより、元気な身体と心を育みま
す。 

開催回数、参加
人数 

継続 

待機児童ゼロ作戦 子育て支援課 保育サービスを必要とするすべての人
が待つことなく利用できるよう、計画目
標の達成に努めます。特に、３歳未満児
に対する需要が増加していることから、
定員枠の拡大を図っていきます。 

３歳未満児の
入所人数 

充実 

多様な保育サービス 子育て支援課 保育ニーズの多様化に対応できるよう、
一時的保育、病後児保育、早朝・夕方保
育の延長など多様な保育サービスの充
実を図ります。 

箇所数（病後児
保育・一時的保
育・延長保育）

充実 

幼稚園における預か
り保育 

学 校 教 育 課 幼稚園において、時間終了後に行う預か
り保育を継続します。 

－ 継続 

保育園などの施設の
整備 

子育て支援課 保育ニーズの動向に留意し、規模や配置
の適正化・老朽施設の改修・耐震化、移
転改築など、多様なニーズに対応できる
良好な保育環境づくりに努めます。 

－ 充実 

放課後児童クラブ 子育て支援課 家庭において保護者の仕事等で昼間留
守になる小学１～３年生までの児童を
対象に、放課後や夏休みなどの休業中、
家庭に代わる生活の場を提供していき
ます。放課後児童クラブの需要が高まっ
ていることから、適切な受け入れ態勢を
図っていきます。また、放課後の父母の
役割を担う児童クラブ厚生員の質の向
上を図ります。 

登録児童数 継続 

子育てに対する経済
的な支援 

子育て支援課
学 校 教 育 課 
社 会 福 祉 課 

子育てに関する経済的な負担が大きい
ことから、国の制度にもとづく各種手当
の他、低所得者に配慮した保育料の設
定、乳幼児医療費の助成、私立幼稚園就
園奨励金及び私立高等学校授業料補助
金などによる経済的な支援を継続して
いきます。また、生活保護をはじめとす
る経済援助を必要とする家庭に対し就
学援助を実施します。 

－ 継続 

幼稚園・保育園の統廃
合・認定こども園化 

子育て支援課 保育園・幼稚園の地域偏在、施設の老朽
化、保育ニーズの多様化に対応するた
め、幼稚園・保育園の統廃合や認定こど
も園について検討します。 

－ 検討 

保育士の研修 子育て支援課 保育の質の向上や時代に対応できる保
育を推進するため、保育士の研修や研究
の充実を図ります。 

研修数 充実 
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（４）ひとり親家庭への支援 

 
 

ひとり親家庭では、家事・育児の負担が大きく、家庭でも様々な問題を抱えているほ

か、特に母子家庭においては経済的な不安を抱えるケースも少なくありません。 

市では、自立の支援を基本として、子育てや生活支援、経済的支援などを行ってきま

した。 

引き続き、国や県の動向に基づき、適正な給付を行いつつ、経済的支援のさらなる充

実を図っていく必要があります。 

 

 
 

①ひとり親家庭の自立と生活の安定のために、就労や子育てに関する相談体制の充実 

②児童扶養手当などによる経済的な支援の充実 

 

主な取り組み・事業        指標：平成 26年度目標に向けた方向性を評価するもの 

事業名 担当課 事業内容 指標 目標 

母子家庭等日常生活
支援事業 

子育て支援課 ひとり親家庭及び寡婦が、自立するため
の就学や疾病などの事由により、一時的
に生活援助、保育サービスが必要な場合
若しくは生活環境の激変により、日常生
活を営むのに支障が生じている場合に、
家庭生活支援員を派遣するなど、その生
活を支援し、ひとり親家庭などの生活の
安定を図ります。 
 

－ 継続 

就業相談員・母子自立
支援員による相談 

子育て支援課 母子自立支援員を配置し、県の就業相談
員と連携のもと母子家庭などの生活の
安定や子育ての相談、就業に必要な技能
や知識を身につけるための相談や雇用
情報の提供を行います。 
 

－ 継続 

ひとり親家庭等に対
する経済的な支援 

子育て支援課 「児童扶養手当」や「県遺児手当」につ
いては、国や県の動向を踏まえつつ継続
するとともに、「市遺児手当(単独)」を
支給します。 
 

－ 継続 

母子寡婦福祉協議会
等の各種団体に対す
る支援 

子育て支援課 ひとり親家庭の交流や情報交換を行う
「母子寡婦福祉対策事業」など各種団体
の事業に対する補助金の交付などによ
り、ひとり親家庭の自立支援及び福祉の
増進を図ります。 
 

－ 継続 

母子生活支援施設へ
の入所 

子育て支援課 母子家庭のお母さんが生活やお子さん
の養育に困難な場合、その母子を母子生
活支援施設に入所させて保護するとと
もに、母子の自立の促進のためにその生
活を支援します。母子生活支援施設での
負担金は、国・県・市で負担します。但
し、入所者の収入によって一部徴収金が
生じます。 
 

－ 継続 

 
保護者、住民や関係団体が行動できること 

○ ひとり親家庭の自立に向けて協力しよう！ 

現状と課題  

施策の方向性  
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（５）障がいのある児童の育成環境の充実 

 
 

ノーマライゼーションの考え方が浸透する中で、障害児・者の積極的な社会参加を促

すため、乳幼児期から一貫した支援体制の充実が求められています。また、障害の有無

にかかわらず、幼児期から子ども同士が交流し、双方の意識の上での障壁を解消するこ

とが重要であるとの考え方が広まりつつあります。しかしながら、発達障害など、まだ

まだ障害に対する理解が十分であるとは言えない状況でもあります。 

市では、障がいのある子どもの健全な発達を支援し、子どもやその親を見守る環境づ

くりに取り組んできました。 

今後は、療育体制の強化を図るとともに、一貫した相談体制に努め、自立支援の充実

を図ります。また、発達障害など障害に対する理解を深めることが重要です。 

 
 

 
 

①障がいのある子どもの生活支援の充実 

②障がいのある子どもの療育・保育・教育環境の充実 

③子育てに関係する機関との連携による障害児の育成と親支援を推進 

 
 
 

保護者、住民や関係団体が行動できること 

○ 障がいのある児童とない児童の交流に取り組もう！ 
○ ボランティア活動に参加してみよう！ 
 

現状と課題  

施策の方向性  
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主な取り組み・事業        指標：平成 26年度目標に向けた方向性を評価するもの 

事業名 担当課 事業内容 指標 目標 

障害福祉計画の推進 社 会 福 祉 課 障害福祉計画に基づき、適正な福祉サー
ビスの提供を図っていくとともに、より
多くの市民へ計画内容の周知を図って
いきます。 
 

－ 継続 

障害児と保護者に対
する各種相談・保健指
導 

子育て支援課 
社 会 福 祉 課 
健 康 推 進 課 

乳幼児期の疾病や異常を早期発見する
ため、発達の状況に関する相談や言葉の
遅れなどで心配のある子どもや、その保
護者に対する各種の相談及び保健指導
などを行っていきます。 
 

－ 継続 

母子通園施設 子育て支援課 就学前の発達や発育に不安や心配のあ
る子どもと保護者を対象として、親子で
楽しく遊びながら言葉や身体の成長が
できるように、専門の療育指導員、保育
士による支援を行っていきます。また、
二一ズの拡大に対応できるよう臨床心
理士やコーディネーターの配置や施設
の整備などを図ります。 
 

－ 充実 

特別支援教育 学 校 教 育 課 障害児が、その状態にあった教育を受け
るため、県と協力して教育環境や施設の
充実を図るとともに、一人ひとりの意向
を反映させながら、ライフステージに配
慮した就学指導を進めます。教職員の養
成・確保を県に要望するとともに、教職
員の資質・能力を向上させるため、研修
の機会の確保とその充実に努めます。
 

－ 充実 

特別児童扶養手当・障
害者(児)医療費助成事
業等による経済的な
支援 

子育て支援課 
保 険 年 金 課 
社 会 福 祉 課 

身体または精神に障害を有する児童を
養育している方に対して支給される「特
別児童扶養手当」は、国や県の動向を踏
まえつつ継続実施を図ります。また、そ
の重度の障害のために生じる特別の一
助として「市障害者(児)福祉金(単独)」
を支給します。その他、心身障害児の福
祉の増進を図るため、保険適用を受ける
医療費の自己負担分を助成する「障害者
(児)医療費助成事業」を継続していきま
す。 
 

－ 継続 

障害者（児）タクシー
利用料等補助事業 

社 会 福 祉 課 電車・バスなど通常の交通機関を利用す
ることが困難な重度の障害者(児)が、通
院、通学のためタクシー又は自家用自動
車を利用する場合には、その料金又はガ
ソリン代の一部を助成します。（タクシ
ー料金助成事業とガソリン費用助成事
業はどちらかの選択になります。） 
 

利用数 継続 

療育ネットワーク会
議 

子育て支援課 障害児及び要支援児の療育指導の推進
に関することについて、関係機関が情報
及び意見の交換並びに連絡調整を行い
ます。 
 

開催数 充実 

障害者自立支援法に
よる福祉サービス 

社 会 福 祉 課 支給決定を受けた障害児が、ホームヘル
プサービス、児童デイサービス、児童短
期入所サービスなどの福祉サービスを
利用できます。（自己負担があります。）
 

－ 継続 
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４ 妊娠・出産から生涯にわたる『健康』づくり 
 
（１）安心して妊娠・出産ができるための支援 

 
 

女性にとって妊娠・出産は、短期間での心身の大きな変化となります。周産期には、

安全で快適な出産に向けた健康管理への支援、妊娠・出産・育児に対する不安の軽減や、

子育てについての知識・技術の習得や体験する機会の提供など、親になるための準備が

重要となります。 

市では、妊娠・出産期から乳幼児期を通じて、親と子の心身の健康を確保・増進する

ため、乳幼児健診や訪問指導、相談等の充実に取り組んでいます。 

しかし、自ら相談できずに悩みを抱えて育児を行っている親もみられ、その対応が必

要となっています。また、妊娠・出産から乳幼児期・思春期を通じて一貫した体系のも

とに、心身の健康づくり、疾病・障害の早期発見・早期対策が重要です。 

 
 
 
 

①妊娠・周産期の健康づくりの推進 

②配偶者や家族のあたたかい支援の中で妊娠・周産期を過ごせるよう啓発の推進 

 
 

保護者、住民や関係団体が行動できること 

○ 妊産婦にやさしい気持ちで接しよう！ 
 

 

現状と課題  

施策の方向性  
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主な取り組み・事業        指標：平成 26年度目標に向けた方向性を評価するもの 

事業名 担当課 事業内容 指標 目標 

母子健康手帳の交付 健 康 推 進 課 母子健康手帳は、母親と子どもの健康を
守るために、妊娠を届け出た方に交付し
ています。また、手帳の交付時には、保
健師などの専門職が様々な相談に応じ、
安心して出産、育児ができるようアドバ
イスを行っていきます。さらに、パパマ
マ教室への勧奨と、妊娠により母の不安
が高い等の妊婦への保健指導を行いま
す。 
 

交付数 継続 

母子健康管理指導事
項連絡カード 

健 康 推 進 課 働く妊産婦が健康診断などを受診する
ために必要な時間の確保や、就業制限、
育児時間など、母子健康管理の措置を受
けるために必要な「連絡カード」を普及
し、働く妊産婦の健康支援を推進しま
す。 
 

－ 継続 

妊婦健康相談 健 康 推 進 課 母子健康手帳交付時、妊娠初期の健康状
態や生活状況などを把握するとともに、
保健事業の紹介及び妊婦の健康状態に
応じた相談を行い不安の解消を図って
いきます。 
 

相談件数 継続 

マタニティストラッ
プ配布事業 

健 康 推 進 課 妊産婦にやさしい環境づくりの一環と
して、妊婦であることを周囲に知らせる
ためのマタニティストラップの配布を
母子健康手帳交付時に実施しています。
 

配布数 継続 

妊婦委託健診 健 康 推 進 課 健康診査により異常の早期発見と予防
を図り、健康な子どもを産み育てる支援
を行います。愛知県以外での受診者に対
しては、県内委託と同額を上限として、
償還払いを行っていきます。 
 

受診件数 充実 

妊婦歯科健診 健 康 推 進 課 歯科健診及び歯科の保健指導を行い、妊
娠中から乳幼児期への口腔衛生の知識
を啓発していきます。 
 

受診率 継続 

妊婦訪問指導 健 康 推 進 課 若年初産や高齢初産などハイリスク妊
婦などに対し、訪問指導を行い、安全に
妊娠期間を過ごせるよう支援をしてい
きます。 
 

ハイリスク妊
婦の認知件数
に対して訪問
した件数 

継続 

パパママ教室 健 康 推 進 課 これからお父さん、お母さんになられる
方を対象に、安心してマタニティライフ
を過ごし、元気な赤ちゃんを産み育てる
ための教室です。医師、保健師、助産師、
栄養士、歯科衛生士などが担当していま
す。また、父親の参加を促進するため、
開催日時を検討します。また、妊娠期の
アルコールや喫煙、受動喫煙の害につい
ての周知を図ります。 
 

参加人数 継続 

栄養相談 健 康 推 進 課 妊娠中から乳幼児期等の食生活につい
て個別に相談を行います。 
 

－ 継続 

産後ヘルパー事業 子育て支援課 出産後８週の間にヘルパー等が日常生
活が困難な人に対して、援助を行いま
す。 
 

－ 継続 

不妊対策 健 康 推 進 課 不妊に悩む夫婦を対象に不妊治療にか
かる医療費の一部助成の制度の周知・活
用を図ります。 
 

相談件数 充実 
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（２）乳幼児の健やかな成長支援 

 
 

乳幼児期に確立される生活リズムは、家庭生活が中心であることから、親の生活習慣

が子どもに大きく影響するため、親自身の健康づくりや栄養等の基礎知識の習得も重要

になってきます。 

市では、乳幼児の疾病予防・健康づくり、健康相談体制を充実できるよう、各種保健

事業を取り組んできています。 

また、アンケート結果では、「かかりつけ医がいない」と回答している人もおり、す

べての子育て家庭がかかりつけ医をもつことができるよう啓発していく必要がありま

す。 

母親の育児不安や悩みの軽減、虐待予防など、今後も子育て不安の解消に向け、気軽

に相談できる機会を充実する必要があります。特に、各種事業に参加していないが、支

援が必要な家庭に対する参加促進が求められています。 

また、要援護者には健康推進課、子育て支援課など関係機関が連携し、支援していく

ことが必要です。 

 
図表 お子さんのケガや病気の時、診てくれたり、相談ができる、 

お子さんのかかりつけの医師はいるか（単数回答） 

清須地区 

 
 
 
 
 
 
 
 

春日地区 

 
 
 
 
 
 
 
 

資料：子育て支援に関する市民アンケート調査     

現状と課題  

％

近く（町内）にいる

近くではない（町外）がいる

いない

無回答

73.2

7.1

1.0

4.3

0.4

18.7

75.2

20.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

乳幼児（有効回答数：198件）

小学生（有効回答数：230件）

％

近く（市内）にいる

近くではない（市外）がいる

いない

無回答

76.3

9.0

0.3

7.8

0.8

14.4

76.6

14.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

乳幼児（有効回答数：1,090件）

小学生（有効回答数：794件）
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①乳幼児の疾病予防・健康づくり、健康相談体制の充実 

②保健・福祉・学校との連携による学齢期・思春期の健康づくりの推進 

③かかりつけ医をもつことの普及・啓発 

 

 

主な取り組み・事業        指標：平成 26年度目標に向けた方向性を評価するもの 

事業名 担当課 事業内容 指標 目標 

乳幼児訪問指導 健 康 推 進 課 第１子出生児と第２子以降出生児の希
望者、低体重児などへの訪問を行い、各
種相談、健康診査などの保健事業の紹介
や、母親の育児不安や悩みの軽減を図る
とともに、虐待の予防に努めていきま
す。 
 

訪問件数 充実 

母乳相談 健 康 推 進 課 母親が授乳に関して抱える問題を解
決・軽減し、喜びと自信をもって育児が
できるよう助産師による相談を行って
いきます。 
 

相談件数 継続 

乳幼児健康相談 健 康 推 進 課 身体測定・発育発達の相談や、育児のポ
イント・しつけなど育児全般に関する相
談などを行い、育児不安の軽減を図り、
子育てを支援していきます。健康管理の
ために、かかりつけ医の確保の必要性を
啓発します。 
 

相談件数 継続 

乳幼児健康診査 健 康 推 進 課 乳幼児の健康の保持増進および病気の
早期発見、治療のために、乳児(４か月、
１０か月)、１歳６か月児、および３歳
児を対象に健康診査を行っていきます。
子どもの発育発達の確認だけでなく、親
子関係を中心に育児環境を含めて保健
指導を行っていきます。さらに、１歳６
か月児と３歳児には、健康診査と同時に
フッ素塗布を行い、むし歯の予防を図り
ます。健康管理のために、かかりつけ医
の確保の必要性を啓発します。 
 

受診率 充実 

離乳食講習会 健 康 推 進 課 離乳期は栄養面ばかりではなく、いろい
ろな味を覚える時期であり、赤ちゃん自
身のカで「噛む・飲み込む」など食べる
ことを覚える大切な時期であることか
ら、乳児をもつ保護者を対象に、食と子
どもの健康の関連について学ぶ機会を
提供していきます。 
 

参加人数 継続 

育児講座・育児教室 健 康 推 進 課 年齢に応じた子どもの発達や育児につ
いての知識と実践する力を啓発します。
また、健康管理のために、身近な地域で
継続的な医療が受けられる、かかりつけ
医の確保の必要性の普及・啓発します。
 

回数、参加人数 継続 

施策の方向性  
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事業名 担当課 事業内容 指標 目標 

歯科教室 健 康 推 進 課 むし歯の好発時期である 2 歳児と 2 歳
6 か月児を対象に歯科健診、歯みがき指
導、フッ素塗布、個別相談を実施し、む
し歯についての正しい知識の普及と定
期的な管理により 8020 運動を推進し
ます。保育園の訪問など親に対しての虫
歯予防の啓発を行っています。また、小
学生から中学生を対象に歯科を中心と
した知識の普及・啓発に取り組んでいき
ます。 

 

受診率、回数、
参加人数 

充実 

乳児健診事後指導教
室 

健 康 推 進 課 幼児健診などで言葉や発達の遅れ、育児
不安など様々な問題をもつ母子に対し、
集団遊びを通して母親が子どもへの理
解を深めるとともに、子どもの発達を促
すための教室を行っていきます。 
 

参加人数 継続 

こんにちは赤ちゃん
訪問事業 

健 康 推 進 課 ４ヶ月児健診前の乳児を対象に母子保
健推進員が家庭訪問をして子育て等の
情報提供を行っています。 
 

訪問実施率 継続 

母子保健推進員事業 健 康 推 進 課 母子保健推進員の活動支援、再教育を行
います。 
 

母子保健推進
委員数 

充実 

予防接種 健 康 推 進 課 子どもは病気にかかりやすく、かかると
重くなることがあるため、予防接種によ
る対策も大切です。保護者が正しい知識
を持ち、安全に接種を受けることができ
るよう、普及啓発と体制の確保を図りま
す。 
 

接種率 継続 

電話・面接相談 健 康 推 進 課 健康面について、いつでも気軽に相談が
きるように、電話や面接による相談を実
施し、夜間(午後 5～9 時)の相談につい
ては、県が実施している「育児もしもし
キャッチ」を紹介していきます。 
 

相談件数 継続 

子ども医療費の助成 保 険 年 金 課 中学生(１５歳に達する日の年度末ま
で)までの子どもを対象に、医療費保険
適用分の自己負担分を助成します。 
 

対象年齢 継続 

 
 

保護者、住民や関係団体が行動できること 

○ まずは、親がケガや病気の対処方法を学ぼう！ 
○ 児童委員・主任児童委員や地域の保育サポーターに育児のことで相談しよう！ 
○ 育児で困ったとき、「育児もしもしキャッチ」を利用しよう！ 

０５６２－４３－０５５５（あいち小児保健医療総合センター） 
火～土曜日（午後５時～午後９時） 
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（３）学齢期・思春期の心と体の健康づくり 

 
 

思春期といわれる時期は、子どもから大人への過渡期であり、身体の著しい成長に比

べ精神的・社会的に未熟であり、様々な問題が生じやすい時期といえます。一方で、思

春期は、家族への愛情を理解するとともに、本人の生涯にわたる心身の健康に大きな影

響を及ぼす生活習慣を確立し、大人への基礎づくりのために重要な時期です。 

市においては、児童生徒の健康の保持・増進を図るための健康づくりや、喫煙・薬物

等に関する教育や命の大切さ、心の問題に対する取り組みなどの子どもに対する相談の

充実に努めてきました。 

中学生の保護者のアンケート結果からは、性教育についての親子で話し合いをしてい

ない家庭が半数を占めており、さらにその理由としては、「どう話したらいいかわから

ない」が 37.3％と高くなっているなど、子どもを取り巻く環境の変化に対し、家庭や

学校における教育・指導が追いついていない現状があります。 

今後も引き続き、心身の健康づくり、性や喫煙、薬物の乱用など健全な成長を害する

行為に関する教育・指導などを充実するとともに、家庭においてそれらについて話し合

うことの重要性を伝えていくことが大切です。 

現状と課題  
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図表 性教育のことについて、親子で話し合うことがあるか（中学生）（単数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 性教育のことについて、親子で話し合うことがない理由（中学生）（単数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：子育て支援に関する市民アンケート調査     

 

 
 

①若い世代が、健康な子どもを産み育てられるよう青少年の健康づくりの推進 

②児童がいきいきと暮らせるよう、様々な悩み・苦しみを相談できる体制の充実 

③関係機関の連携を強化した学童・思春期における保健対策の強化 

 
 

％

自分の子どもには早いから

話しづらいから

どう話したらいいかわからないから

学校や専門機関等で教育した方が
よいと思うから

その他

無回答

13.5

16.8

37.3

16.8

15.1

0.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

有効回答数：185件

施策の方向性  

％

全くない

ときどき話している

よく話している

その他

無回答 有効回答数：393件

47.1

46.1

3.3

2.8

0.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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主な取り組み・事業        指標：平成 26年度目標に向けた方向性を評価するもの 

事業名 担当課 事業内容 指標 目標 

学校保健教育 学 校 教 育 課 児童生徒の健康の保持・増進を図るた
め、健康診断を実施するとともに、生涯
を健康に過ごすため、生活習慣や健康に
ついて学ぶ機会に努めます。 
 

－ 継続 

食に関する指導 学 校 教 育 課 
子育て支援課 

小中学校においては、肥満児の割合が増
加しています。栄養バランス、食事量な
ど食生活と健康の大切さを学び、自己管
理能力を育成するため、給食を通じての
栄養指導、保健学習、家庭科、総合学習
などの各教科を通じて「食育」を推進し
ます。また、調理をして、食べることの
喜びや楽しさを体験する機会の充実に
努めます。 
 

地元産の食材
の使用回数 

充実 

体力づくり 学 校 教 育 課 
健 康 推 進 課 

小中学校における体育の授業を中心と
して、部活動、運動会・体育大会などを
通じて、体力づくりを推進します。 
 

－ 継続 

健康教育 学 校 教 育 課 
健 康 推 進 課 

喫煙や飲酒、薬物乱用などの防止、性教
育や AlDS 教育など、学校保健と保健セ
ンター等との連携により、健康教育を充
実していきます。また、薬物乱用防止教
室を開催していきます。 
 

－ 充実 

思春期保健の啓発 学 校 教 育 課 
健 康 推 進 課 

思春期の心身の健康を図り、命の大切さ
を持ってもらうよう、思春期に関する相
談窓口を啓発します。 
 

－ 充実 

 
 

保護者、住民や関係団体が行動できること 

○ 適度な運動、間食の質や量など、家族みんなで協力し合って健康な身体をつくろう！ 
○ １日１回、子どもの目を見て話をしよう！ 
○ 「早寝・早起き・朝ごはん」の運動に参加しよう！ 
○ 地域づくりで健康意識を高めよう！ 
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５ 『安心・安全』のまちづくり 
 
（１）子どもの遊び場と居場所の整備 

 
 

都市化や少子化が進み、学歴重視の傾向やゲーム機等を中心とした遊び方の変化、治

安の悪化等により、子どもたちの地域住民や自然とふれあう機会は減少しています。こ

うした状況は、子ども自身のゆとりをなくし、仲間意識も希薄になり、人格形成に大き

な影響を与えています。 

市では、子どもの居場所づくりとして、公園・緑地、ちびっこ広場等の整備や各種公

的施設の整備により、子どもの活動の場を確保してきました。 

しかし、アンケート結果では、家の近くの子どもの遊び場に感じていることとして、

「雨の日に遊べる場所がない」、「遊具などの種類が充実していない」の割合が高く、子

どもの居場所として公的施設に依存していることがうかがわれます。 

このような状況において、公的施設の整備だけでなく、子どもたちが仲間や地域の人

とふれあう場へ参加することが大切となり、気軽に利用できる施設や事業の充実及び周

知を行う必要があります。 

 
 
 

現状と課題  
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図表 家の近くの子どもの遊び場について、日頃感じていることがあるか（複数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：子育て支援に関する市民アンケート調査     

 

 
 

①親子のふれあいや、子ども同士でのびのび遊べる身近な公園や遊び場の整備 

②幼児から中高生までの多様な児童や若者の活動の場・居場所の確保と周知 

 
 

施策の方向性  

％

思い切り遊ぶために十分な広さがな
い

遊具などの種類が充実していない

砂場が不衛生である

雑草が多くて遊びづらい

いつも閑散としていて
寂しい感じがする

遊び場やその周辺の環境が悪くて、
安心して遊べない

遊び場に行っても子どもと
同じ歳くらいの遊び仲間がいない

自然が少ない（緑や生き物とふれあ
う場など）

遊具などの設備が古くて
危険である

近くに遊び場がない

雨の日に遊べる場所がない

特に感じることはない

その他

無回答

25.4

26.1

8.5

19.4

7.8

14.4

7.8

7.4

6.8

41.2

8.7

7.5

1.8

13.1

4.2

19.4

11.2

14.0

8.4

6.0

9.0

7.3

2.0

37.4
27.1

2.8

40.1

48.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

乳幼児（有効回答数：1,288件）

小学生（有効回答数：1,024件）
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主な取り組み・事業        指標：平成 26年度目標に向けた方向性を評価するもの 

事業名 担当課 事業内容 指標 目標 

公園・緑地の整備 都 市 計 画 課 子ども同士や親子での散策や運動を楽
しむ場所として、街区公園や近隣公園、
緑地などの整備、ウォーキンクロード、
サイクリングロードなど河川堤防の整
備を進めます。なお、公園整備に際して
は、地域住民や子どもの声を反映させな
がら進めていきます。また、公園などの
管理や清掃については、地域の協力を求
めていきます。 
 

－ 充実 

ちびっこ広場の整備 子育て支援課 地域の身近な場所で、乳幼児と親が安心
して遊べる場所として、遊具の安全確保
を図ります。 
 

施設数 見直し 

児童関連施設の整備 子育て支援課 
生 涯 学 習 課 

児童が仲間づくりや遊びを通じて自主
性や社会性を育むため、児童の活動拠点
である児童館の充実を図るともに、老朽
化施設の改築を行います。また、中高生
や大学生、地域のボランティアの協力を
得ながら、児童館などにおける事業の充
実を図ります。 
 

－ 充実 

商店街空き店舗など
を活用した「子育てサ
ロン」の設置 

子育て支援課 身近な場所で子育てをはじめとした地
域交流や、商店街の活性化を図るため
に、空き店舗の活用や公共施設の用途の
見直しなどにより、「子育てサロン」の
設置を検討します。 
 

箇所数 検討 

 
 

保護者、住民や関係団体が行動できること 

○ 自然にふれあう機会を設けよう！ 
○ 異世代が交流して昔の遊びを伝えよう！ 
○ 大人も子どもと一緒に、掃除、草取りをして、公園をきれいにしよう！ 
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（２）安全で快適な生活環境の整備 

 
 

安心して子育てをするためには、安心して外出できる道路交通環境の整備が必要です。 

市では、子どもを交通事故から守るため、安全・安心なまちづくりを推進し、子ども

の遊び場と居場所の整備などに取り組んできました。 

しかし、アンケート結果では、「交通機関や建物がベビーカーでの移動に配慮されて

いないこと」や「歩道の段差などがベビーカーや自転車の通行の妨げになっていること」

の回答が乳幼児の保護者から多くなっています。 

今後も、安全・安心な環境づくりの推進を行うため、バリアフリーの徹底やユニバー

サルデザインの考え方を取り入れたまちづくりを推進し、子どもを連れていても気軽に

外出できる安全で快適な生活環境を整備する必要があります。 

 
図表 子どもとの外出の際、困ること・困ったことは何か（乳幼児）（複数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：子育て支援に関する市民アンケート調査     

現状と課題  

％

歩道や信号などがない通りが多く、
安心して歩けないこと

歩道の段差などがベビーカーや自転
車の通行の妨げになっていること

交通機関や建物がベビーカーでの
移動に配慮されていないこと

トイレがオムツ替えや親子での利用
に配慮されていないこと

授乳する場所や必要な設備がないこ
と

小さな子どもと食事をする場所が少
ないこと

買い物や用事の合間の気分転換
に、子どもを遊ばせる場所が少ない
こと

暗い通りや見通しのきかないところ
が多く、子どもが犯罪の被害にあわ
ないか心配である

周囲の人が子ども連れを
迷惑そうにみていること

荷物や子どもに手をとられて
困っている時に手を貸してくれる
人が少ないこと

特に困ること・困ったことはない

その他

無回答

20.1

29.7

31.7

26.8

13.9

27.8

25.2

28.0

5.1

9.2

7.4

3.2

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

有効回答数：1,288件



 
 

 52

 

 

 
 

①交通安全教育、生活道路などの整備による交通安全対策の推進 

②公共公益施設のバリアフリー化やユニバーサルデザインを取り入れた人にやさし

いまちづくりの推進 

③防災まちづくりの推進 

④子どもや子育て世帯にやさしい生活環境の整備 

 

主な取り組み・事業        指標：平成 26年度目標に向けた方向性を評価するもの 

事業名 担当課 事業内容 指標 目標 

交通安全教育 防 災 行 政 課 交通安全協会、西枇杷島警察署との連携
のもと、保育園・幼稚園、学校、地域社
会などに対し、交通安全教育の徹底に努
めるとともに、交通安全に関わる行事や
広報活動に努めます。特に、保育園、小
学校での交通安全教室などを積極的に
進めます。 
 

交通安全教室
回数 

継続 

地域や関係機関との
連携による交通安全
対策 

防 災 行 政 課 交通指導員に対する交通安全教育を徹
底し、保護者をはじめとした地域住民、
交通安全協会とともに、子どもたちの交
通事故防止に努めます。 
 

交通指導員数 継続 

自転車の安全対策 防 災 行 政 課 保育園・幼稚園、学校において自転車教
室を実施します。 
 

自転車教室回
数 

継続 

交通安全施設の計画
的な整備 

土 木 課 
防 災 行 政 課 

通学路や交通量の多い市道を中心に、防
護柵や街路灯の設置、歩道のバリアフリ
ー化など、誰もが安全で移動しやすい、
人にやさしいまちづくりを推進します。
また、スクールゾーンなどの交通規制の
強化や、地域の実態にあわせて新たな交
通規制を関係機関へ要請します。 
 

－ 継続 

コミュニティバスの
運行 

企 画 政 策 課 市内の各地域から公共施設や各駅を通
る経路で、高齢者や主婦層の日中におけ
る市内移動の利便性を図るため、コミュ
ニティバスを運行します。 
 

利用者数 継続 

小中学校などの震災
対策・防災まちづくり 

防 災 行 政 課 東海地震・東南海地震に備えて、小学校
など指定避難所の整備や災害用備品・備
蓄食品の整備と適正な管理を行うとと
もに、災害時に地域で支え合う自主防災
組織を育成し、子どもをはじめとした災
害弱者を災害から守ります。 
 

－ 継続 

 
 

保護者、住民や関係団体が行動できること 

○ 地域みんなで交通ルールを学ぼう！ 
○ 地域みんなで防災訓練に参加しよう！ 
○ 家庭での防災対策について話し合おう！ 

 

施策の方向性  
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（３）子どもを犯罪から守る対策の強化 

 
 

犯罪等から子どもを守るためには、家庭をはじめ、警察、行政、地域等が連携、協力

することが大切です。 

また、テレビ、インターネット、携帯電話などのメディアを通じて、性や薬物、暴力

等、過激な情報が氾濫しています。こうした情報は、子どもでも身近なところで手軽に

入手できる環境にあり、援助交際、売春、薬物乱用等、子どもにかかわる犯罪を起こす

引き金としても懸念されています。 

市では、子どもの健全育成に悪影響を及ぼす有害環境対策や防犯活動を、家庭・学校・

地域及び関係団体と連携を図りながら実施してきました。 

アンケート結果では、清須市で子育てする上で大切なこと、乳幼児、小学生、中学生

のすべてにおいて「子どもを犯罪から守る対策の強化」の回答が上位になっていること

から、今後も継続した事業への取り組みが必要です。 

 
図表 子育てする上で大切なこと（複数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

現状と課題  

％

子育て交流・地域コミュニティづくり

地域における子育て支援サービスや相
談体制の充実

児童虐待への対応

心豊かで創造性を育む教育の推進

主体性を育む多様な体験・学習の場づく
り

親子のふれあいの推進

子育て世代の社会参加の支援

子育て支援サービスの充実

ひとり親家庭への支援

障がいのある児童の育成環境の充実

安心して妊婦・出産ができるための支援

乳幼児の健やかな成長支援（健診、予防
接種等）

学齢期・思春期の心と体の健康づくり

子どもの遊び場・児童の居場所の整備

安全で快適な生活環境の整備

子どもの犯罪から守る対策の強化

その他

無回答

22.7

24.5

4.7

25.5

25.9

12.9

9.8

32.3

6.5

8.6

36.6

29.7

7.9

55.4

45.3

54.2

2.9

2.0

18.2

32.3

33.7

9.5

22.9

9.8

16.0

49.6
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資料：子育て支援に関する市民アンケート調査
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①地域における見守りなどによる子どもの犯罪被害の防止 

②子どもを取り巻く有害な環境対策などの推進 

 
 

主な取り組み・事業        指標：平成 26年度目標に向けた方向性を評価するもの 

事業名 担当課 事業内容 指標 目標 

保育・教育施設におけ
る安全対策 

学 校 教 育 課 
子育て支援課 

保育園・幼稚園や学校などにおいては、
児童や生徒を犯罪などから守るため、携
帯メールの活用や、校門の閉鎖、防犯カ
メラの設置、防犯ブザーの携帯など安全
対策に取り組んでいきます。 
 

－ 充実 

学校における防犯教
室等 

防 災 行 政 課 防犯協会、西枇杷島警察署との連携によ
り、中学生を対象に「防犯教室」「護身
術教室」、薬物の恐ろしさを伝える「薬
物乱用防止教室」を継続し、生徒の犯罪
被害の防止とともに、非行や犯罪加害者
となることを防止します。 
 

開催回数 継続 

非行防止に向けての
体制づくり 

防 災 行 政 課 
社 会 福 祉 課 

少年補導委員会、保護司、民生委員・児
童委員、主任児童委員、人権擁護委員な
どの連携を図りながら積極的な支援を
行い、若者の非行防止に努めます。 
 

意見交換 継続 

犯罪などに関する情
報提供 

防 災 行 政 課 
学 校 教 育 課 
子育て支援課 

各種犯罪発生情報などを、保育園・各学
校への周知や、広報や各所の掲示板など
を利用し、広く情報の提供に努め、再発
を防止します。また、保育園、幼稚園、
各学校においては、携帯メールを活用し
て緊急情報連絡網により犯罪からの被
害防止に努めます。さらに、「ｉ－モラ
ル」の向上に取り組んでいきます。 
 

－ 充実 

地域における防犯活
動の支援 

防 災 行 政 課 警察によるパトロールの強化を要請す
るとともに、防犯協会、少年補導委員会、
寿会、西枇杷島警察署などとの連携によ
る地域防犯パトロール活動を支援しま
す。 
 

自主防犯パト
ロール団体数、
スクールガー
ド登録者数 

継続 

子ども１１０番の家 学 校 教 育 課 「子ども 110 番の家」は、子どもがい
つでも助けを求められる場所として、市
内のガソリンスタンドや理容店・美容店
を指定しています。さらに 110 番の家
を増やすために、コンビニエンスストア
ーなどへの指定も検討していきます。
 

登録数 継続 

街路灯の整備 土 木 課 夜間における犯罪の未然防止と通行の
安全確保のため、農地への影響を考慮し
ながら地権者や地域と連携を図り、防犯
灯などの整備を進め、明るいまちづくり
に努めます。 
 

－ 継続 

 
保護者、住民や関係団体が行動できること 

○ 地域の子どもに関心をもち、危ないときの手助けをしよう！ 
○ 地域みんなで子どもたちを見守ろう！ 
○ 登下校の時、地域みんなであいさつをしよう！ 
○ 住民の防犯意識を高めよう！ 

施策の方向性  




